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    第３９号 

発行日 平成2９年3月８日 

教育目標 

自主、自立、感謝の精神を抱き、 

未来を拓く生徒の育成 

-豊かな心、確かな学力、健やかな体を育てる- 
発行者 

伊丹市立荒牧中学校 

校長 難波 重之 

卒業証書授与式まであと２日 

暦の上では啓蟄
けいちつ

を過ぎました。啓蟄とは、春の暖かさを感じて、冬ごもりをして

いた虫が土からはい出てくることを言います。あちらこちらで、日に日に春の息吹
いぶき

を

感じるようになってきました。「はる」という言葉は「万物 

が発（は）る」、「木の芽が張（は）る」などの意味に通じ、 

天候に恵まれ、希望にあふれる季節を象徴しています。 

「はる」というだけで何となく気分がウキウキしますね。 

３月２日（木）、『３年生を送る会』が盛大に行われました。３年間の軌跡
きせき

をた

どったスライドや生徒会が作成したドッキリＶＴＲの上映など楽しい中にも懐かし

さや温かさを感じる会だったと思います。１、２年生が丹精込めて作成した『ビッ

グ・アート』は、３年間の思い出がいっぱいつまった素晴らしい作品でした。その

日から、卒業式に向けた練習が始まり、日に日に熱がこもってきました。  

卒業式は、三年生の皆さんが３年間を振り返り、その成長した姿を育
はぐく

んでくださ

った方々に感謝の気持ちを示し、未来に向けて新しい一歩を踏み出すための儀式で

す。卒業生、在校生それぞれの立場でできることを 

精一杯やりましょう。 

伊丹市少年進路相談員制度について 

８日（水）４校時、３年生を対象に、少年進路 

相談員制度の説明及び相談員さんの紹介が行われ 

ました。この「伊丹市少年進路相談員制度」は平成２年度に始まりました。本校の

少年進路相談員は喜田
き た

純子
じゅんこ

さんと有
あり

田
た

満枝
みつえ

さんで、次のような活動をされておられ

ます。 



高校進学後の１年の間に、通学することに悩んだり、進路変更をすることを考え

たりする卒業生や保護者を対象に、相談を受けておられます。相談は電話やメール

で気軽に行うことができます。また公共職業安定所や少年愛護センターなどの関係

機関とも連携しながら、適切な対応に努めていただいて 

おります。卒業式後、相談員のお二人を３年生の保護者の 

皆さまにご紹介します。 

  

教育委員会賞表彰者 

鏡堂野乃夏 JKA ﾜｰﾙﾄﾞｵｰﾌﾟﾝけん玉ﾌｪｽﾀ 2016世界けん玉選手権大会 優勝 

立花 和貴 第 70回兵庫県民体育大会ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ競技 少年男子 優勝 

立花 沙貴 第 39関西ｼﾞｭﾆｱﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ競技 ｼﾝｸﾞﾙｽ戦女子中学生の部 第３位 

今永  亮 「国民体育大会希望郷いわて大会」ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ競技 少年男子 第２位 

土屋 実優  第６回子どもﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ大阪大会 ｼﾞｭﾆｱｽﾀｰ 銀賞 

植木佑斗、原田耕汰 第 24回ヤングリーグ選手権大会 優勝 

伊丹市優良児童・生徒顕彰者   

金川 修、谷口健太、櫻井悠翔、北嵐美乃、北野優々菜、森 淳一 

中原一輝、奥山幸保、松澤大稀、橋本茉那美、西萬 稔、 

伊丹市児童生徒保健体育賞       

東野大希、松井元秀、横山丈瑠、戸上優介、澤野海璃、 

原田耕汰、寺尾隆之介、景山 怜、春日拓己、前田凌佑、 

竹中るいじ、田中翔大、八杉遼太朗、植木佑斗、西萬 稔、 

森下陽輝、奥村 奏、烏山ひかる、木田恵梨子、長野未来、笠井里咲子、 

北嵐美乃、池田有耶、齋藤瑠美香、石黒綾乃、木本千鶴、忽那真由子 

（１， ２年生の保健体育賞受賞者は次号で掲載します） 

 

自信と誇りを持てる学校を創ろう!!  


